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ス ピン系の二次相転移の研究は専ら局在スピン模型に裁て行なわれてきた

が･例えば鉄族金属の磁性の担い手である5d電子の様に流体状に効き廻っ

ているフェル ミ粒子群の磁気的相転移に於る臨界現象はどうなるであろうか｡

局在スピン模型の示す臨界現象とは質的に異なったものにならないであろう

か. 先ず臨界現象のdynami calaspect につγ､ては両者に異質の様相か現わ

れる串は充分期待出来る訳であるか, こゝでは先ず staticaspectに就てフ

エル ミ■流体的強磁性かpara→ferro の相転修に於て示す臨界現象の華性を

T>Tc に話しを限って報告する事にするO 但し話し･,を簡塵にする為

十

H守 oE'k'a+kuako･Vlkl,k2,qaklq akl弓
なるノ､ミル トニアソで記述される系を考える｡

この系に就て, Zk a+k+q†akl とそのHermiteconjugateとの間で作 られる

勤的帯磁率 r(q,QJ)又はMatsubaraGreenjlunctionr(q,I)

(I-2打in/β)を調べる. 前者は後者か ら解析接続によって与えられるo

Singleparticle旭 tsubaraGreenFunctiorll

G(k,Z)- 〔Z-e(k)-I(汰,Z)〕~1

但し Z- ((2n十1)打i/β)十 p,を

V2

で近似するO 即ち Ⅰ(k･Z)=-すpafr(p･I)G(k'p･Z'.I)O

(Nottingh耶1に於る1964MagnetismConferenceのproceedingsa0

蛋.) (個別粒子運動か媒質 (他の粒子か構成)中のSpindensityWave
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によって散乱されるメカニズムを取入れた｡ )この場合,磁化の保存則によ

り

r (q,I) T,(q-I)
1-vT (q, I)

但じ Il(q･f)-(1/P)hZz G払 Z)G(k十q･Z+I)

となるo Tc は 1-VT(8,0)=0によって与えられるo Z一一Stm姓複寿
Z面上の積分にすり換亘られるo

G(k,Z)は実軸上に cutを有し, tnphysicalsheet にはZ--Z-k享二極をも

っている (quasi-particlepo一e)oその residueをGk とすると,_qqasi-

pariclepoles か らの寄与は

Re†孟(f(Zk)Gk-f(Zk'q)Gk+q)･G(k十q,Zk 冒

但 Lfはフま◆ル ミ分布関数で,上式か重要である｡

T-Tc で若 (q, 0) ∝ Vq･γとして上式は q三~rなる singu7_arityを

与えるOこれか qγ に等しくなければなりないからγ-5/2 となるo 然し
brokenindex r-･5/2･ はT>Tc では消滅し,如何に小さな
で … (T-Tc/Tc)に対 しても.,充分小さな qを採ればr(q,0)は q2

のべキで展開される｡

但し展開係数はq21のべキか高い程, 7- 0と共により強い発散を示すo

そこで小 さな qに対し

訂(q,0)一定 A･Ta+B (Tn十Cq皇)V4,
但し A,B,C,α,n,>0,なる型を仮定してみる. 先ず,エン トロピ-か
発散 しないという条.件により d>1,且つ n≧ 10 比熱の発散力唖 現す
る為には a≦2叉はn茎 2O 上の trialform_が もとの榛分方程式を充す

為には a之 5.n/40比熱の発散は対数型 より強 く寵 る様である｡
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